
Ⅱ 実証実験の実施概要  

 

期間：平成 29年 5月 20日（土）～6月 18日（日） 
場所：銀天街湊町４丁目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

パレットテーブル・パレットベンチ パレットソファ 

テーブル・丸椅子 植栽 

看板 

使用ツールについて 

長時間の滞留行動を促す装置として、『ラウンジ』をコンセプトに、ベンチやソファを中心に配置した。 
きらりん側の滞留空間『湊町まちなかラウンジ』の什器の出し入れは、きらりんスタッフが行った。簡単に動かせる仕

組みとして、什器にはキャスターを付けており横移動が可能である。きらりん内部の入口側に収納した。とかげや側の『湊
町とまりぎプロトタイプ』については、とかげや店舗にご協力いただき、とかげや内に収納した。 
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・滞留空間全体と利用者の様子を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツール類配置の様子 日常時の利用の仕方 

シャッター活用  

イベント時の利用の仕方（コカリナ） 
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